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社会や人間が新しい技術と安心して共存できるように、社会やそれを構成する人間や組

織、さらに文化や地域の違いが新しい技術に何を求めていくのか？といった技術の社会

的形成と技術の社会受容性について、 《人間的側面》と 《社会・文化的側面》から考える。

《人間的側面》

①技術の社会受容性についての人間側か
らのアプローチや②社会受容性の高い製品
を開発するためのプロセス、さらに③with 
COVID-19時代のウェルビーイング実現
に向けたABW (Activity Based 
Working）の研究に取り組んでいる。

【研究成果】

① 当チームで開発し、国際標準化された
利用時品質モデルについて、そのモデルの
1要素である「リスク回避」についてケース
スタディを設定して具体的な適用及び評価
方法を検討した。

② ユーザビリティ向上のための人間中心
設計活動の書式(CIF: Common 
Industry Format)について、デジタル庁
の開発標準ガイドライン策定委員として、ガ
イドラインの具体化を図った。また、情報シ
ステムの開発を担うソフトウェア技術者が
ユーザビリティ向上に躓く要因について、3
層モデル図によるシステムの捉え方を提案
し、認知科学に論文掲載された。

③ ABW についてCOVID-19前後での
働きかたの変化の調査及びその変化の要
因を分析。ABW導入の要件を抽出した。

《社会・文化的側面》

昨年度までのテクノアニミズム論をふまえ
て、AIの技術文明論的位置づけについての
考察を発展させ、国内外で発表した。

図② 3層モデル図によるシステムの捉え方の表現
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図① 利用時品質を用いたリスク回避のモデル化

図③ 自宅内の環境や理解度の変化－在宅勤務／
テレワークに対する家庭内の理解
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